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は
じ
め
に

善
は Selbstbehauptung
〔
自
己
主
張
〕
で
あ
る
と
か
、self-realization

〔
自
己
実
現
〕
で
あ
る
と
か
、expansion of life

〔
生
の
拡
大
〕
で
あ
る
と
か
い
ふ
考
を
本
と
し
てm

orality

〔
道
徳
性
〕
を
説
明
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。（
別 

：110

）

『
善
の
研
究
』「
第
三
編
　
善
」
の
も
と
と
な
っ
た
四
高
で
の
倫
理
講
義
の
四
年
後
、
一
九
一
〇
年
九
月
か
ら
西
田
幾
多
郎
は
京
都
帝

国
大
学
で
倫
理
学
を
講
じ
る
。
そ
の
講
義
ノ
ー
ト
（
以
下
、「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
と
表
記
）
の
な
か
で
、
西
田
は
善
を

｢

生
の
拡

大｣

と
し
て
と
ら
え
る
見
方
を
提
示
し
た
。
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
並
ぶ
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
生
の
哲
学
の
思
想
家

Ｊ
・
Ｍ
・
ギ
ュ
イ
ヨ
ー 

（G
uyau, Jean-M

arie, 1854 -1888

） 
の
思
想
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
若
き
西
田
幾
多
郎
の
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
受
容

を
、「
生
の
倫
理
」
の
積
極
的
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
（
1
）。

西
田
が
道
徳
的
善
を
生
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
し
ば
し
ば
生
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
道
徳
的
義
務
の
あ
つ
か
い
で
あ
っ
た
。『
善
の
研
究
』「
第
三
編

　
善
」
で
す
で
に
西
田
は
い
た
ず
ら
に
自
己
の
要
求
を

抑
圧
す
る
義
務
を
批
判
し
て
、
そ
の
正
体
を
よ
り
大
な
る
要
求
に
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
生
活
力
の
増
進
を
価
値

中
　
嶋

　
優

　
太

若
き
西
田
幾
多
郎
の
生
の
倫
理

― 

新
資
料
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
受
容 

―
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五
八

の
標
準
と
す
る
見
方
を
批
判
す
る
な
ど
、
西
田
は
「
生
命
」「
生
活
力
」
の
倫
理
的
価
値
を
評
価
す
る
こ
と
に
は
及
び
腰
だ
っ
た
。「
倫

理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
を
準
備
す
る
な
か
で
西
田
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』（E

squisse d’U
ne M

orale Sans 

O
bligation N

i Sanction

）
を
読
み
、
豊
饒
性
の
原
理
に
基
づ
い
た
、
自
ら
を
消
費
し
、
拡
大
す
る
生
命
と
い
う
考
え
方
に
触
れ
、
生

の
自
然
な
発
展
過
程
か
ら
我
々
の
義
務
感
情
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
る
。
本
稿
で
は
、
西
田
が
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー

ト
」
で
、
善
を
生
の
拡
大
と
と
ら
え
る
背
景
に
、
こ
う
し
た
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
義
務
な
き
道
徳
の
思
想
の
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

る
。
ま
た
西
田
は
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
か
ら
い
く
つ
か
の
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
引
用
か
ら
西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
生
命
概
念
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
共
感
を
抱
い
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
。一

　『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
生
命
の
あ
つ
か
い

刊
行
さ
れ
た
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
思
想
は
、
生
命
や
生
活
力
を
肯
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
複
雑
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に

西
田
は
我
々
の
内
的
な
欲
求
・
要
求
を
抑
圧
す
る
義
務
と
い
う
考
え
方
を
批
判
し
、
む
し
ろ
欲
求
・
要
求
の
実
現
こ
そ
善
だ
と
強
調
し

て
い
る
。
し
か
し
、『
善
の
研
究
』
の
な
か
で
は
こ
の
論
点
は
「
人
格
」
と
結
び
付
け
ら
れ
、
人
格
の
実
現
が
善
だ
と
さ
れ
る
一
方

で
、
生
命
力
や
生
活
力
の
拡
大
を
善
と
見
る
態
度
は
否
定
的
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
第
三
編

　
善
」（
一
九
〇
六
年
倫
理

講
義
）
の
な
か
で
、
価
値
の
標
準
を
生
活
の
欲
望
に
見
る
考
え
方
が
紹
介
さ
れ
た
う
え
で
、
特
に
そ
れ
を
快
楽
と
結
び
付
け
る
解
釈
が

次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

心
理
学
者
は
我
々
の
生
活
力
を
増
進
す
る
者
は
快
楽
で
あ
る
と
い
ふ
、
併
し
生
活
力
を
増
進
す
る
の
が
何
故
に
快
楽
で
あ
る

か
、
厭
世
家
は
反
つ
て
生
活
が
苦
痛
の
源
で
あ
る
と
も
考
へ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
…
…
凡
て
我
々
の
欲
望
又
は
要
求
な
る
者
は
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五
九

説
明
し
う
べ
か
ら
ざ
る
、
与
へ
ら
れ
た
る
事
実
で
あ
る
。
我
々
は
生
き
る
為
に
食
ふ
と
い
ふ
、
併
し
こ
の
生
き
る
為
と
い
ふ
の
は

後
よ
り
加
へ
た
る
説
明
で
あ
る
。
我
々
の
食
慾
は
か
ゝ
る
理
由
よ
り
起
つ
た
の
で
は
な
い
。
小
児
が
始
め
て
乳
を
の
む
の
も
、

か
ゝ
る
理
由
の
為
で
は
な
い
、
唯
飲
む
為
に
飲
む
の
で
あ
る
。
我
々
の
欲
望
或
は
要
求
は
啻
に
か
く
の
如
き
説
明
し
う
べ
か
ら
ざ

る
直
接
経
験
の
事
実
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
反
つ
て
我
々
が
之
に
由
つ
て
実
在
の
真
意
を
理
解
す
る
秘

で
あ
る
。

（N
K

Z1:
97

）

こ
こ
で
は
生
活
力
の
増
進
を
価
値
の
標
準
と
す
る
考
え
方
が
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
西
田
の
言
葉
を
丁
寧
に

追
う
な
ら
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
食
欲
な
ど
の
欲
求
や
要
求
自
体
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
欲
求
・
要
求
の
事
実
の
背
後
に
、
快

楽
の
獲
得
や
生
命
の
維
持
と
い
っ
た
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
西
田
は
、
説
明
し
う
べ
か
ら
ざ
る
純
粋
経
験
の
事
実
に
道
徳
的

価
値
の
標
準
を
求
め
て
い
る
が
、
欲
求
・
要
求
自
体
は
そ
う
し
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
曲
折
は
あ
る
に
し
て
も
、
結
論
だ

け
を
言
え
ば
、『
善
の
研
究
』
で
は
生
の
拡
大
は
善
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
次
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
善
は
む
し
ろ
人
格
の
拡

大
や
、
そ
の
要
求
の
実
現
だ
と
さ
れ
、
そ
れ
は
生
活
力
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

斯
の
如
き
統
一
力
を
此
処
に
各
人
の
人
格
と
名
づ
く
る
な
ら
ば
、
善
は
斯
の
如
き
人
格
即
ち
統
一
力
の
維
持
発
展
に
あ
る
の
で

あ
る
。

爰
に
所
謂
人
格
の
力
と
は
単
に
動
植
物
の
生
活
力
と
い
ふ
如
き
自
然
的
物
力
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
又
本
能
と
い
ふ
如
き
無
意

識
の
能
力
を
さ
す
の
で
も
な
い
。
本
能
作
用
と
は
有
機
作
用
よ
り
起
る
一
種
の
物
力
で
あ
る
。
人
格
と
は
之
に
反
し
意
識
の
統
一

力
で
あ
る
。（N

K
Z1:

121

）



哲
学
研
究

　
第
六
百
十
一
号

六
〇

こ
こ
で
は
人
格
の
統
一
力
と
生
活
力
が
区
別
さ
れ
、
生
活
力
は
自
然
的
な
物
力
と
し
て
、
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
西
田
は
「
生
」
と
い
う
語
を
肯
定
的
に
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
単
に
肉
体
的
な
生
命
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
。
た
と
え
ば 

「
第
四
編
　
宗
教
」 （
そ
の
第
一
章
の
も
と
と
な
る
論
文
の
初
出
は
一
九
〇
九
年
） 

で
は
次
の
よ
う
に
も
語
ら
れ
る
。

主
意
説
の
心
理
学
者
の
い
ふ
様
に
、
意
志
は
精
神
の
根
本
的
作
用
で
あ
つ
て
、
凡
て
の
精
神
現
象
が
意
志
の
形
を
な
し
て
居
る

と
す
れ
ば
、
我
々
の
精
神
は
欲
求
の
体
系
で
あ
つ
て
、
此
体
系
の
中
心
と
な
る
最
も
有
力
な
る
欲
求
が
我
々
の
自
己
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
此
中
心
よ
り
凡
て
を
統
一
し
て
行
く
こ
と
即
ち
自
己
を
維
持
発
展
す
る
こ
と
が
我
々
の
精
神
的
生
命
で

あ
る
。
此
統
一
の
進
行
す
る
間
は
我
々
は
生
き
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
此
統
一
が
破
れ
た
と
き
に
は
、
た
と
ひ
肉
体
に
於
て

生
き
て
居
る
に
も
せ
よ
、
精
神
に
於
て
は
死
せ
る
も
同
然
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
我
々
は
個
人
的
欲
求
を
中
心
と
し
て
凡
て

を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
、
個
人
的
生
命
は
何
処
ま
で
も
維
持
発
展
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
世
界
は
個
人
の
為
に
造
ら
れ
た
る
者
で
は
な
く
、
又
個
人
的
欲
求
が
人
生
最
大
の
欲
求
で
も
な
い
。
個
人
的
生
命
は
必
ず
外

は
世
界
と
衝
突
し
内
は
自
ら
矛
盾
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
に
於
て
我
々
は
更
に
大
な
る
生
命
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な

る
、
即
ち
、
意
識
中
心
の
推
移
に
由
り
て
更
に
大
な
る
統
一
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。（N

K
Z1:

136

）

こ
こ
で
は
「
肉
体
」
と
区
別
さ
れ
た
「
精
神
的
生
命
」
が
肯
定
的
に
あ
つ
か
わ
れ
、
し
か
も
、
こ
の
精
神
的
生
命
は
個
人
的
欲
求
か

ら
出
発
す
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
大
な
る
生
命
を
求
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
の
生
命
か
ら
大
な
る
生
命
の
要
求
が
出
て

く
る
経
緯
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
も
し
利
己
的
な
個
体
の
生
存
本
能
を
超
え
て
、
大
な

る
生
命
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
倫
理
や
宗
教
の
基
礎
を
生
命
に
置
く
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
生
命

が
個
人
の
生
命
の
維
持
だ
け
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
は
義
務
の
意
識
は
生
じ
ず
、
利
他
的
な
道
徳
は
成
立
し
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な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
善
と
生
と
の
関
連
付
け
に
対
し
て
及
び
腰
だ
っ
た
『
善
の
研
究
』（
特
に
一
九
〇
六
年
に
執
筆
さ
れ
た
そ
の
第
三
編
）

と
は
対
照
的
に
、
一
九
一
〇
年
の
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
は
、
善
は
「expansion of life 

〔
生
の
拡
大
〕」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
西
田
が
生
を
原
理
と
し
て
倫
理
を
語
り
得
る
と
い
う
確
信
を
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
確
信
の
背

景
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

二
　
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
と
西
田
の
接
点

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
並
ぶ
、
フ
ラ
ン
ス
の
生
の
哲
学
を
代
表
す
る
哲
学
者
で
あ
る
。
彼
は
一
八
五
四
年
、
ラ
ヴ
ァ
ル
で
生

ま
れ
る
。
母
オ
ー
ギ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
テ
ュ
エ
リ
ー 

（A
ugustine Tuilerie, 1833 -1923

） 

は
、
小
学
校
教
師
と
し
て
働
き
、
フ
ラ
ン

ス
で
国
語
の
教
科
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
『
二
少
年
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
周
遊
記
』
を
執
筆
し
た
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
の
再
婚

相
手
、
つ
ま
り
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
義
父
は
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
イ
エ 

（A
lfred Fouillée, 1838 -1912

） 

と
い
い
、
彼
自
身
、
哲
学
者
で
観

念
力
の
理
論
な
ど
を
主
張
し
た
。
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
、
こ
の
二
人
の
下
で
英
才
教
育
を
受
け
、
二
十
歳
で
リ
セ
・
コ
ン
ド
ル
セ
の
教
壇
に

立
っ
た
が
、
一
八
八
八
年
、
三
十
三
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
今
日
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
盛
ん
に
紹
介
さ

れ
、
注
目
を
集
め
た
。
日
本
で
の
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
受
容
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
加
里
が
丁
寧
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、

日
本
で
始
め
て
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
著
作
を
紹
介
し
た
の
は
中
江
兆
民
で
、
仏
学
塾
の
な
か
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
現
代
イ
ギ
リ
ス
道
徳
』

（L
a m

orale anglaise contem
poraine

） 

を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
兆
民
と
門
弟
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
た
雑
誌

『
政
理
叢
談
』（
第
十
八
号
）
に
『
ス
ペ
ン
セ
ル
政
治
論
略
』 （
鳥
州
生
訳

　
一
八
八
二
年
）
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
著
作
を
翻
訳
し
た
の
は
大
杉
栄
で
、
彼
は
雑
誌
『
近
代
思
想
』 （
一
九
一
三
年
） 

の
な
か
に
「
生
の
道
徳
」
と
い
う
タ
イ
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六
二

ト
ル
で
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
の
結
論
部
の
み
を
訳
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正
期
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の

主
要
著
作
の
ほ
と
ん
ど
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
帝
大
出
身
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
在
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
こ
ぞ
っ
て

翻
訳
が
な
さ
れ
、
同
じ
著
作
に
対
し
て
複
数
の
訳
本
が
出
版
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
当
時
の
流
行
ぶ
り
が
感
じ
ら

れ
る
（
2
）。

西
田
と
の
関
連
で
は
、
大
杉
と
並
ん
で
最
も
早
い
時
期
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
を
本
格
的
に
日
本
に
紹
介
し
た
錦
田
義
富
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
錦
田
は
一
九
一
一
年
の
京
都
帝
国
大
学
の
卒
業
生
で
、
一
九
一
〇
年
に
赴
任
し
た
西
田
の
京
都
帝
国
大
学
で
の
最
初
の

教
え
子
の
一
人
で
あ
る
。
錦
田
は
、『
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
』 （
第
一
一
六
号
、
一
九
一
二
年
四
月

　
第
一
一
七
号
、
五
月
） 

に
「
ギ
ュ

ヨ
ー
の
道
徳
無
義
務
論
」
を
載
せ
て
お
り
、
大
杉
の
「
生
の
道
徳
」
の
な
か
で
も
「
た
し
か
丁
酉
倫
理
会
の
講
演
集
に
、「
道
徳
無
義

務
論
」
と
い
う
題
で
、
誰
か
の
だ
い
ぶ
詳
し
い
紹
介
が
あ
っ
た
は
ず
だ
」
（
3
）と

言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
刊
行
に
先
立
つ
二
月
十

八
日
に
京
都
帝
国
大
学
の
哲
学
倫
理
学
研
究
大
会
で
お
こ
な
っ
た
講
演
の
記
録
で
あ
り
、
ま
た
鈴
木
は
こ
の
講
演
自
体
が
「
卒
業
論
文

か
も
し
く
は
そ
れ
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
西
田
の
日
記
を
見
る
と
、
一
九
一
一
年
五

月
二
十
六
日
「
錦
田
の
論
文
読
了
桑
木
君
の
方
へ
送
る
」、
一
九
一
二
年
二
月
十
八
日
「
午
後
哲
学
、
倫
理
の
大
会
あ
り

　
錦
田
〔
義

富
〕
は G

uyau 

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕 

を
松
本
君
は
中
観
説
の
話
あ
り
」
と
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
前
後
に
錦
田
が
西
田
を
何
度
も
訪
ね
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
論
文
の
査
読
、
講
演
会
へ
の
参
加
、
さ
ら
に
自
宅
で
の
指
導
を
通
し
て
、
西
田
は
錦
田
の
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
研

究
に
触
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

錦
田
と
の
関
わ
り
を
含
め
、
西
田
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
版
西
田
幾
多
郎
全
集
第

二
十
四
巻
の
人
名
索
引
か
ら
は
五
つ
の
項
目
（
①
〜
⑤
）
が
確
認
出
来
る
。
そ
こ
に
、
本
稿
で
あ
つ
か
う
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
を

含
む
西
田
の
一
連
の
倫
理
講
義
（
❶
❷
）
を
加
え
て
、
時
系
列
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



若
き
西
田
幾
多
郎
の
生
の
倫
理

六
三

❶ 

一
九
〇
六
年
九
月
開
始
　
四
高
倫
理
講
義
　
↓
『
善
の
研
究
』「
第
三
編
　
善
」

❷ 

一
九
一
〇
年
九
月
開
始
　
京
都
帝
国
大
学
倫
理
学
講
義
　
↓
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」

① 
 

一
九
一
〇
年
九
月
か
ら
毎
年
講
ぜ
ら
れ
た
「
哲
学
概
論
」
の
初
期
の
講
義
ノ
ー
ト
の
文
献
メ
モ
「G

uyau, L
’irreligion de 

l’avenir
〔『
将
来
の
無
宗
教
』〕」 （N

K
Z 15:

94

）

② 

一
九
一
〇
年
十
一
月
二
十
四
日
日
記
「
午
前
学
校
に
行
く
　G

uyau

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕
を
か
り
て
よ
む
」（N

K
Z17: 275

）

③ 
 

一
九
一
二
年
二
月
十
八
日
日
記
「
午
後
哲
学
、
倫
理
の
大
会
あ
り
　
錦
田
〔
義
富
〕
はG

uyau

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕
を
松
本
君
は

中
観
説
の
話
あ
り
」 （N

K
Z17: 308

）

④ 

一
九
一
二
年
五
月
刊
行

　『
静
修
書
目
問
答
』
へ
の
回
答 

（N
K

Z11:
80

）

⑤ 
 

一
九
一
八
年
一
月
二
十
三
日
田
辺
元
宛
書
簡
「G

uyau 

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕 

御
読
み
の
由
　
あ
れ
は
左
程
深
い
も
の
で
は
な
い
が

小
生
も
面
白
く
思
ひ
候

　G
uyau
は
文
章
も
上
手
な
れ
ばG

uyau

自
身
の
も
の
に
て
御
読
の
方
可
然
か
と
存
し
候
　
非
常
に
天

才
的
の
人
と
思
う
が
惜
し
む
ら
く
は
夭
逝
い
た
し
候
」 （N

K
Z19: 316

）

ま
ず
注
目
す
べ
き
な
の
は
一
九
一
二
年
五
月
刊
行
の
『
静
修
書
目
問
答
』
へ
の
回
答
の
な
か
で
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
義
務
も
制
裁
も

な
き
道
徳
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 

（
④
）。『
静
修
書
目
問
答
』
は
、
西
田
の
四
高
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
当
時
京
都

大
学
学
生
監
を
務
め
て
い
た
山
本
良
吉
が
国
内
外
の
学
者
に
「
学
生
ノ
品
性
鍛
錬
ニ
必
要
ナ
ル
書
目
」
を
挙
げ
る
よ
う
に
求
め
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
あ
る
。
西
田
は
『
聖
書
』、
マ
ル
ク
ス･

ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
『
自
省
録
』、
パ
ス
カ
ル
『
パ
ン
セ
』、『
論
語
』、『
伝
習
録
』
な
ど

十
四
冊
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
。
西
田
が
学
生
に
読
書
を
推
奨
す
る
ほ
ど
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
、
特
に
そ
の
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』

を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
に
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
著
作
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
時
期
の
講
義
ノ
ー
ト
「
哲

学
概
論
」
の
文
献
メ
モ 

（
①
） 

に
も
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
別
の
著
作
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
や
や
時
代
が
下
る
一
九
一
八
年
の
田
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六
四

辺
宛
書
簡 

（
⑤
） 

で
も
、「
左
程
深
い
も
の
で
は
な
い
」
と
や
や
限
定
的
な
が
ら
「
面
白
く
思
ひ
候
」
と
基
本
的
に
は
評
価
を
変
え
て
い

な
い
。
一
方
で
、
一
九
一
〇
年
十
一
月
の
日
記
で
の
「G

uyau 

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕 

を
か
り
て
よ
む
」 

と
い
う
記
述
か
ら
は
、
こ
の
と
き
に

西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
著
作
を
読
ん
で
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
事
実
が
推
測
で
き
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
田
は
一
九
一
〇
年
十
一
月
か
ら
本
格
的
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
著
作
を
研
究
し
始
め
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
思
想
の
ど
の
点
を
評
価
し
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
読
み
始
め
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
、
従

来
の
資
料
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
謎
を
探
る
新
し
い
手
掛
か
り
が
、
二
〇
二
〇
年
に
西
田
幾
多
郎
全
集
別
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
新
資
料
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
田
が
一
九
一
〇
年
九
月
か
ら
京
都
帝
国
大
学
で
行
っ
た
倫
理
学
の
講
義
ノ
ー

ト
で
、
そ
の
大
部
分
は
四
冊
の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
三
冊
目
の
ノ
ー
ト
で
、
西
田
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
善

を
「
生
の
拡
大
」
と
す
る
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
西
田
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
を
三
頁
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
、
ま
た
随
所
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
か
ら
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
西
田
は
九
月
の
開
講
後
、
講
義
を
進
め
な
が
ら
一
冊
一
冊

講
義
ノ
ー
ト
を
書
き
、
十
一
月
の
時
点
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
を
本
格
的
に
研
究
し
始
め
、
そ
の
成
果
を
直
ち
に
反
映
さ
せ
た
の
が
こ
の
第
三

分
冊
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
九
月
の
開
講
時
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
第
一
分
冊
に
も
、
人
格
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
本
文
と

は
別
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
引
用･

参
照
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
西
田
が
講
義
の
後
か
ら
書
き
足
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
）。

三
　
西
田
の
生
の
拡
大
の
倫
理

ま
ず
、
西
田
が
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
、
道
徳
的
善
を
生
の
拡
大
と
し
た
基
本
的
な
文
脈
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
連
の
「
倫

理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
群
に
は
、
見
出
し
と
考
え
ら
れ
る
表
記
が
十
二
箇
所
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の
見
出
し
で
区

切
ら
れ
る
部
分
を
、
順
番
に
第
一
章
、
第
二
章
と
呼
ぶ
。
生
の
拡
大
の
倫
理
に
関
わ
る
の
は
、
そ
の
三
冊
目
に
当
た
る
ノ
ー
ト
で
、
第

四
章
「G

ood

」
の
後
半
、
第
五
章
「
善
の
形
式
」、
第
六
章
「M

oral Insight

〔
道
徳
的
洞
察
〕」
か
ら
な
る
。
第
四
章
後
半
は
次
の
よ
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六
五

う
に
始
ま
る
。

先
つW

erturteil 

〔
価
値
判
断
〕 

のpsychological developm
ent 

〔
心
理
学
的
発
展
〕 

に
つ
い
て
研
究
し
て
み
よ
う
。（
別 

： 86

）

西
田
は
道
徳
的
意
識
を
価
値
意
識
と
い
う
よ
り
包
括
的
な
意
識
の
な
か
で
と
ら
え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
経
験
な
い
し
意
識

は
、
動
的
な
も
の
で
あ
り
、「
好
悪
の
情
」
を
引
き
起
こ
す
「disposition

〔
気
質
〕」
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
西
田
は
「a priori 

tendency 

〔
ア
プ
リ
オ
リ
な
傾
向
性
〕」
と
呼
び
、
そ
の
発
展
を
論
じ
る
。
生
の
倫
理
と
い
う
我
々
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
発
展
す
る

気
質
を
西
田
が
生
と
関
連
づ
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。

此
のdisposition 

〔
気
質
〕 

はnervous system

〔
神
経
系
〕
と
い
ふ
や
う
なm

aterial 

〔
物
質
的
〕 

の
も
の
で
あ
る
か
、
又
は

das U
nbew

usstsein 

〔
無
意
識
〕 〔
で
あ
る
か
〕 

と
い
う
や
う
な
こ
と
は
後
か
ら
考
へ
た
こ
と
で
あ
つ
て
、
と
に
か
くdynam

ical

〔
動
的
〕 

の
も
の
で
あ
る
、
一
の streben
〔
努
力
〕
で
あ
る
、evolving 

〔
進
化
的
〕 

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が L

eben 

〔
生
〕 

で

あ
る
。
我
々
の
好
悪
の
感
情
則
ちvalue 

〔
価
値
〕 
… 
〔
は
〕 

我
々
のL

eben 

〔
生
〕 

を
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。(

別 

： 86)

上
の
「das U
nbew

usstsein 

〔
無
意
識
〕 

と
い
う
や
う
な
」
と
い
う
記
述
の
後
に
は
「spiritual 

〔
精
神
的
〕 

な
も
の
で
あ
る
か
は
別

の
問
題
と
し
て
」
と
い
う
語
句
が
書
か
れ
た
後
で
推
敲
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
西
田
は
「
無
意
識
」
と
い
う
こ
と
で
意
識
の
背
後
に
あ
る

精
神
的
原
理
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
般
に
「
生
」
を
鍵
語
と
す
る
場
合
、
そ
れ
が
生
物
学
的
・
生
理
学
的
な
も
の
で
あ
る

か
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
か
は
大
き
な
問
題
に
な
り
う
る
が
、
差
し
当
た
っ
て
西
田
は
そ
の
区
別
の
手
前
で
「
生
」
を
と

ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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西
田
は
生
、
つ
ま
り
ア
プ
リ
オ
リ
な
傾
向
性
の
発
展
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
衝
動
が
満
足
さ
れ
ず
、
抵

抗
に
出
会
う
こ
と
で
、
意
識
の
な
か
に
主
観
的
中
心
①
と
客
観
的
中
心
②
が
分
裂
す
る
。
ま
た
、
複
数
の
傾
向
性
が
あ
る
場
合
に
は
そ

こ
に
葛
藤
が
生
じ
る
が
、
我
々
の
意
識
は
「one system

 

〔
一
体
系
〕 

即
ちone personality 

〔
一
人
格
〕」
で
あ
る
か
ら
、
葛
藤
し
て

い
る
複
数
の
傾
向
性
・
要
求
を
秩
序
づ
け
、
統
一
す
る m

oral centre 

〔
道
徳
的
中
心
〕
③
が
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。
①
は
「natu-

ral

」、「egoistic
」
な
い
し
「bodily

」、
②
は
「objective

」、「intellectual

」
な
い
し
「social

」
と
も
形
容
さ
れ
、
②
と
③
を
中
心

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
客
観
的
世
界
、
道
徳
的
世
界
が
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。
で
は
、「
此
等
のcentres

〔
中
心
〕
は
い
か
に
相
互
に
関
係

し
て
居
る
か
」 （
別 

： 88
）。
第
四
章
後
半
で
西
田
は
こ
の
問
に
答
え
る
形
で
①
と
②
の
同
質
性
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
①
と
③
の
同
質

性
を
主
張
し
て
い
る
。

m
oral good

〔
道
徳
的
善
〕
と
い
ふ
の
は
前
か
ら
述
へ
た
様
なenlargem

ent of life 

〔
生
の
拡
張
〕 

のone form
 

〔
一
形
式
〕 

に

す
ぎ
な
い
。duty 

〔
義
務
〕 

と
い
つ
て
一
種
特
別
の ought 

〔
当
為
〕 

が
あ
る
わ
け
て
は
な
い
。（
別 

： 100

）

西
田
が
道
徳
的
善
を
生
の
拡
大
と
し
て
解
釈
す
る
と
き
、
重
要
な
の
は
、
ま
ず
我
々
の
価
値
意
識
が
発
展
す
る
も
の
と
し
て
動
的
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
意
識
の
自
然
な
発
展
に
よ
っ
て
道
徳
的
意
識
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳

を
基
礎
づ
け
る
超
越
的･

形
而
上
学
的
な
原
理
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
問
題
に
な
る
の
は
義
務
の
意
識
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
例
え
ば
カ
ン
ト
的
な
立
場
で
は
、
義
務
は
傾
向
性
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
生
の
抑
圧
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま

た
、
そ
う
し
た
生
の
抑
圧
が
道
徳
に
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
の
外
部
に
道
徳
の
原
理
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
義
務
の
問
題
に
対
し
て
、
西
田
は
義
務
の
意
識
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
生
の
拡
大
の
一
つ
の
表
れ
だ
と

す
る
。
生
の
抑
圧
と
し
て
の
義
務
を
否
定
し
、
義
務
意
識
を
生
の
拡
大
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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四
　
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
義
務
な
き
道
徳

西
田
が
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
道
徳
的
善
を
生
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
、
問
題
に
な
る
の
は
生
の
抑
圧
と
し
て

考
え
ら
れ
た
義
務
の
否
定
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
は
二
人
の
思
想
家
を
参
照
し
て
い
る
。
一
人
は
、
カ
ン
ト
的
な
義
務
論
を
心
理
学
主

義
的
に
捉
え
な
お
し
、
傾
向
性
を
擁
護
し
て
、
事
実 

（
動
機
） 

の
作
用
に
身
を
任
せ
る
こ
と
を
求
め
た
Ｔ
・
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
で
あ
る
（
4
）。

そ
し
て
、
も
う
一
人
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
で
あ
り
、
西
田
は
三
頁
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
を
紹
介･

引
用
し
、
義
務
を
否
定
す
る
自

身
の
主
張
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
の
思
想
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
、
事
実
に
基
づ
く
科
学
的
道
徳
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
と
す
る
。

た
だ
事
実
の
み
を
援
用
す
る
道
徳
は
最
初
か
ら
個
人
に
対
し
行
為
の
第
一
義
的
動
力 

（prem
ier m

obile d’action

） 

と
し
て
社

会
の
善
な
い
し
幸
福
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
社
会
の
幸
福
は
屡
々
個
人
の
幸
福
に
背
馳
す
る
か
ら
だ
。

（G
:

83 -84

　
訳 

： 94

）

先
入
観
を
交
え
ず
に
考
察
す
る
な
ら
、
は
じ
め
か
ら
、
我
々
の
行
為
は
社
会
的
な
善
を
目
指
し
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
ま
ず
は
「
個
人
主
義
的 

（individualiste

） 

で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
主
張
す
る
。
で
は
、「
人
間
の

行
動
の
自
然
な
目
的 

（le but naturel des actions hum
aines

）」
は
何
だ
ろ
う
か
。
行
為
は
快
楽 

（plaisir

） 

を
目
指
す
、
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
快
楽
を
目
的
と
す
る
と
い
え
る
の
は
多
少
な
り
と
も
意
識
的
な
行
為
の
場
合
だ
け
で
あ
り
、
無
意
識
的
な

行
為
に
は
当
た
ら
な
い
。
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
、
意
識
的
な
行
為
は
む
し
ろ
無
意
識
的
な
本
能
や
反
射
運
動
に
そ
の
原
理
と
起
源
を
持
つ
と

し
て
、
我
々
が
行
為
の
際
に
意
識
的
に
求
め
る
目
的
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
意
識
的
に
働
い
て
い
る
行
為
の
原
因
に
注
目
す
べ
き
だ
と
主
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張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
こ
そ
生
命
だ
と
い
う
。

我
々
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
専
ら
科
学
的
な
道
徳
に
し
て
完
全
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
快
楽
の
追
求
の
如
き
は
生

命
を
維
持
し
発
展
せ
し
め
ん
と
す
る
本
能
的
努
力
の
結
果
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
一
切
の
意
識
的

行
動
を
決
定
す
る
目
的
は
ま
た
一
切
の
無
意
識
的
行
動
を
生
む
原
因
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
諸
々
の
形
態
に
お
い
て
最
も
充
実

旺
盛
な
る
と
同
時
に
最
も
多
様
な
る
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。(G

:
87 

訳 

： 98)

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
こ
の
よ
う
に
事
実
に
基
づ
い
た
科
学
的
道
徳
と
い
う
観
点
か
ら
、
我
々
の
行
為
の
目
的
で
あ
り
原
因
で
あ
る
生
命
に

注
目
し
、
生
命
の
強
度
の
増
進
、
生
命
の
活
動
領
域
の
拡
大
が
我
々
の
行
動
の
動
力
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
で
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
生
命

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
生
命
を
単
に
栄
養
を
摂
取
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
蓄
え
た
余
剰
の
力
を
消
費
す
る
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。「
そ
れ
〔
生
命
〕
は
多
く
を
獲
得
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
く
消
費
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
そ
の
〔
生

命
の
〕
法
則
で
あ
る
。」 （G

:
101 

訳 

： 112

）。
こ
の
豊
穣
性 

（F
écondité

） 

が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
生
命
観
を
特
徴
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は

生
物
学
的
に
は
、
生
殖
本
能
と
繁
殖
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
一
方
で
、
精
神
的
な
側
面
か
ら
も
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
知
的

豊
穣
性
、
情
緒
お
よ
び
感
性
の
豊
穣
性
、
意
志
の
豊
穣
性
、
と
い
う
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
思
想
家
は
自
身
の
思
想
を
著
作
と
い
う
形

で
我
々
に
与
え
る
（
知
的
豊
饒
性
）。
ま
た
、
我
々
は
自
分
自
身
の
喜
び
を
喜
び
、
悲
し
み
を
悲
し
む
以
上
の
悲
し
み
を
持
っ
て
い
る

か
ら
、
他
者
と
感
情
を
交
歓
し
て
自
己
を
増
殖
さ
せ
る 

（
情
緒
お
よ
び
感
性
の
豊
饒
性
）。
さ
ら
に
、
我
々
は
生
産
を
し
て
自
己
の
活

動
の
痕
跡
を
社
会
に
刻
み
つ
け
る
（
意
志
の
豊
饒
性
）。
生
命
に
は
「
個
体
を
し
て
自
分
だ
け
で
充
足
せ
し
め
得
な
い
よ
う
に
す
る
拡

大
の
原
理
」
す
な
わ
ち
「
豊
穣
性
の
原
理
」
が
働
く
の
で
あ
る
。
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九

最
も
豊
か
な
生
命
は
自
己
を
浪
費
し
、
あ
る
程
度
ま
で
自
己
を
犠
牲
に
し
、
他
の
も
の
の
た
め
に
自
己
を
分
け
与
え
る
傾
向
が

最
も
大
で
あ
る
。（G

:
102 

訳 

： 113

）

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
生
命
を
、
豊
饒
性
の
原
理
に
基
づ
い
て
自
己
を
拡
大
し
、
自
ら
を
消
費
す
る
も
の
と
と
ら
え
、
そ
の
自
然
の
力
に

よ
っ
て
、
義
務
の
「
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
い
わ
く
い
い
が
た
い
原
初
的
衝
動
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
義
務
の
意
識
と

し
て
働
く
衝
動
を
彼
は
「
義
務
の
等
価
物
」
と
呼
び
、
意
志
、
知
性
お
よ
び
感
性
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て
い
る
。

意
志
の
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
【
義
務
の
第
一
の
等
価
物
】
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
意
志
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
義
務
を
生

み
出
す
の
は
活
動
力 

（le pouvoir d’agir

） 

そ
の
も
の
で
あ
る
。
豊
穣
性
の
原
理
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
生
命
の
余
剰
の
力
は
そ
れ

が
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
活
動
し
う
る
力
、
能
力
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
が
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
圧
力
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
大
な
る
こ
と
を
な
し
得
る
と
内
心
に
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
そ

れ
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
義
務
の
最
初
の
意
識
な
の
で
あ
る
。
義
務
は
従
来
、
必
然
ま
た
は
拘
束
の
感
情
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き

た
が
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
力
の
感
情
で
あ
る
。

活
動
し
得
る
と
い
う
こ
と
は
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
だ
。(pouvoir agir, c’est devoir agir.

） （G
:

訳 

： 118

）

ま
た
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
知
性
の
観
点
か
ら
み
た
【
義
務
の
第
二
の
等
価
物
】
と
し
て
、
フ
イ
エ
の
観
念
力 

（idées -forces

） 

の
理
論
を

引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
観
念
を
思
い
浮
か
べ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
自
体
で
活
動
の
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
思
想
と

行
動
は
根
本
に
お
い
て
は
同
一
で
あ
り
、
観
念
は
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
連
続
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
供
が
内
心
に

思
っ
た
こ
と
を
、
思
わ
ず
口
に
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
人
間
に
は
自
分
の
考
え
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
い
ま
だ
現
実
と
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な
っ
て
い
な
い
、
優
れ
た
社
会
を
思
い
描
く
こ
と
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
第
一
歩
な
の
で
あ
る
。
三
つ
目
の
感
性
の
観
点
か
ら
み
た

【
義
務
の
第
三
の
等
価
物
】
と
し
て
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
論
じ
る
の
は
、
人
類
の
進
歩
に
従
っ
て
、
原
初
的
な
利
己
的
な
快
楽
よ
り
も
高
級

な
社
会
的
・
社
交
的
な
快
楽
の
比
重
が
増
す
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
快
楽
は
次
第
に
伝
達
的
と
な
り
、
人
々
は
孤
独
を
楽
し
む
こ

と
は
で
き
な
く
な
り
、
各
人
の
快
楽
は
、
他
者
の
快
楽
を
必
然
的
に
含
む
合
奏
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
非
個
人
的
義
務
の
三
つ
の
等
価
物
を
提
示
し
、
我
々
の
義
務
を
説
明
す
る
の
に
、
超
越
的
法
則
や
絶
対
的
命
令
と

言
っ
た
神
秘
的
な
観
念
を
使
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
を
示
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
豊
穣
性
の
原
理
に
し
た
が
っ
て
強
度
を
増
し
、
拡
大

す
る
生
の
発
展
に
よ
っ
て
、
我
々
の
内
に
働
く
道
徳
的
な
衝
動
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
真
に
実
証
的
な
道
徳
科
学
と
て
も
あ
る
程
度
は
責
務 

（obligation

） 

を
語
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
そ

れ
は
一
方
で
は
い
か
な
る
神
秘
的
観
念
を
も
介
入
せ
し
め
る
こ
と
な
く
、
他
方
で
は
ベ
イ
ン
と
共
に
外
的
社
会
的
「
拘
束
」
と
か

内
的
「
恐
怖
」
な
ど
を
援
用
す
る
こ
と
な
く
し
て
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
せ
ず
に
、
心
的
生
の
正
常
な
諸
方
向
を
考
究
す
る

だ
け
で
足
り
る
。
人
は
活
動
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
正
常
な
諸
方
向
に
働
く
一
種
の
衝
迫
を
常
に
自
分
の
う
ち
に
み
い
だ
す

で
あ
ろ
う
。（G

:
115�

116

　
訳 

：  127

）

五
　
西
田
の
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
受
容

　
生
命
へ
の
義
務
の
還
元

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
西
田
が
道
徳
的
善
を
生
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
生
の
抑
圧
と
し
て

考
え
ら
れ
た
義
務
を
否
定
し
、
む
し
ろ
義
務
意
識
を
生
の
要
求
に
還
元
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
節
で
確
認
し
た
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
倫
理
学

を
踏
ま
え
て
西
田
が
義
務
感
情
を
生
命
の
過
剰
や
力
の
感
情
と
し
て
と
ら
え
な
お
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
西
田
は
三

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
倫
理
学
を
要
約
し
つ
つ
援
用
し
て
論
じ
て
い
る
が
そ
の
冒
頭
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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G
uyau 

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕 

は duty 

〔
義
務
〕 

を
次
の
様
に
説
明
し
て
居
る
。

duty 

〔
義
務
〕 

の
第
一
の équivalent 

〔
等
価
物
〕 

と
し
て le pouvoir d’agir 

〔
活
動
力
〕 

を
あ
け
て
居
る
。
内
面
的
にcapable 

de faire de plus grand

〔
よ
り
大
な
る
こ
と
を
な
し
う
る
〕
と
い
ふ
こ
と
は
自
分
が
そ
れ
を
な
す
へ
きle devoir

〔
義
務
〕
を
も

つ
と
い
ふ
こ
と
を
意
識
す
る
第
一
考 

（prem
ière conscience 

〔
最
初
の
意
識
〕） 

で
あ
る
。le devoir 

〔
義
務
〕 

と
い
ふ
こ
と
は

surabondance de vie 

〔
生
命
の
過
剰
〕 

で
あ
る
。
之
ま
でle sentim

ent d’une nécessité ou d’une contrainte 

〔
必
然
ま
た
は

拘
束
の
感
情
〕 
と
し
て
説
明
さ
れ
た
が
そ
の
前
に le sentim

ent d’une puissance 

〔
力
の
感
情
〕 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。Pouvoir 

agir, c’est devoir agir. 
〔
活
動
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〕。
文
明
人
は
野
蛮
人

よ
り
は
多
数
のdevoir 

〔
義
務
〕 

を
も
つ
て
を
る
。（
別 

： 103

）

西
田
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
議
論
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
と
同
様
に
義
務
意
識
を
生
命
の
要
求
に
還
元
す
る
自
身
の
立
場
を

確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
引
用
し
た
箇
所
は
、
義
務
の
第
一
の
等
価
物
に
つ
い
て
の
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
説
明
を
西
田
な
り

に
ま
と
め
直
し
て
い
る
が
、
第
二
の
等
価
物
に
関
す
る
言
及
も
あ
る
。

実
際
我
々
が
大
な
るduty

〔
義
務
〕
を
感
ん
す
〔
る
〕
場
合
は
深
く
為
す
べ
き
或
者
を
か
ん
し
た
時
で
あ
る
。
現
在
の 

subj[ective] desire 

〔
主
観
的
な
欲
求
〕 

以
外 

〔
に
〕 

或
事
を
想
像
し
こ
れ
に
由
つ
てinspire 

〔
鼓
舞
〕 

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

G
uyau 

は un certain devoir im
personnel créé par la conception m

êm
e de l’action 

〔
行
動
の
概
念
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る

あ
る
種
の
非
個
人
的
義
務
〕
と
い
ふ
。（
別 

： 104

）

「un certain devoir im
personnel créé par la conception m

êm
e de l’action

〔
行
動
の
概
念
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
あ
る
種
の
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非
個
人
的
義
務
〕」
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
フ
イ
エ
の
観
念
力 

（idées -forces

） 

の
理
論
に
も
と
づ
い
た
【
義
務
の
第

二
の
等
価
物
】
を
指
し
て
い
る
（
5
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
田
が
評
価
し
て
い
る
の
は
義
務
を
生
の
活
動
の
制
限
で
は
な
く
、
そ
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
る
ギ
ュ
イ
ヨ
ー

の
議
論
で
あ
る
。
義
務
を
説
明
す
る
の
に
、
生
の
外
部
か
ら
何
か
超
越
的
な
原
理
を
導
入
す
る
必
要
は
な
く
、
拡
大
す
る
生
の
発
展
に

目
を
向
け
れ
ば
自
ず
と
そ
こ
に
義
務
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
西
田
は
、
や
は
り
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
議
論
を
念
頭
に
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

m
oral obligation 

〔
道
徳
的
義
務
〕 

は les directions norm
ales de la vie psychique 

〔
心
的
生
の
正
常
な
方
向
〕 

を
見
れ
は

沢
山
で
あ
る
。conscience 
〔
意
識
〕 

と
い
ふ
の
はreflected consciousness 

〔
反
省
さ
れ
た
意
識
〕 

に
由
つ
てreflected cons

﹇ciousness

﹈ 〔
反
省
さ
れ
た
意
識
〕 
よ
り
来
ら
ぬ
。du fond subconscient de m

oir-m
êm

e 

〔
私
自
身
の
潜
在
意
識
の
底
〕
よ
り

来
り
自
分
を
或determ

inated direction 
〔
規
定
的
な
方
向
〕 

へ pousser 

〔
推
進
〕 

す
る
も
の
で
あ
る
。

restriction de l’activité 

〔
活
動
の
制
限
〕 
で
な
くexpansion 

〔
拡
大
〕 

で
あ
る
。(

別 

： 104)

西
田
は
『
善
の
研
究
』
で
す
で
に
「
一
層
大
な
る
要
求
を
攣
援
す
べ
き
者
が
あ
つ
て
こ
そ
、
小
な
る
要
求
を
抑
制
す
る
必
要
が
起
る

の
で
あ
る
、
徒
ら
に
要
求
を
抑
制
す
る
の
は
反
つ
て
善
の
本
性
に
悖
つ
た
も
の
で
あ
る
。」 〔N

K
Z1: 115 -116

〕 

と
述
べ
、
活
動
を
制

限
す
る
義
務
を
批
判
し
、
む
し
ろ
義
務
の
正
体
を
一
層
大
な
る
要
求
に
見
て
い
た
。
活
動
の
制
限
で
は
な
く
拡
大
と
し
て
義
務
を
説
明

す
る
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
議
論
は
、
ま
さ
に
西
田
が
い
わ
ん
と
し
て
い
た
事
柄
で
あ
り
、
西
田
は
そ
の
点
に
強
く
共
感
し
た
。
そ
の
う
え
、

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
一
貫
し
て
生
命
の
立
場
か
ら
義
務
意
識
を
説
明
し
て
い
た
こ
と
が
、
生
命
に
よ
っ
て
義
務
意
識
を
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
確
信
を
西
田
に
抱
か
せ
、
そ
の
こ
と
が
『
善
の
研
究
』 （
の
第
三
編
） 
の
な
か
で
は
遠
慮
が
ち
に
語
ら
れ
て
い
た
「
生
命
」
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が
一
〇
年
の
倫
理
学
講
義
の
な
か
で
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
善
を
生
の
拡
大
と
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
　
西
田
が
関
心
を
向
け
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
を
評
価
し
た
基
本
的
な
理
由
は
生
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
の
義
務
を
否
定
し
、
我
々
の
道
徳
性
や
義
務
の
感

情
の
正
体
を
生
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
西
田
が
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
ギ
ュ
イ

ヨ
ー
か
ら
引
用
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
西
田
が
注
目
し
て
い
る
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
別
の
側
面
に
目
を
向
け
た
い
。

一
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
、
や
や
断
片
的
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

L
eben 

〔
生
〕 

のvalue 

〔
価
値
〕 

は
長
短
に
あ
ら
す
。possibilité d’un sacrifice définitiv 

〔
決
定
的
な
犠
牲
の
可
能
性
〕

（G
uyau 

〔
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
〕 155

） N
ew

ton, Isaac 

〔
ニ
ュ
ー
ト
ン
〕」〔
別 

： 99

〕

西
田
は
こ
こ
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
「
冒
険
お
よ
び
闘
争
の
快
よ
り
引
き
出
さ
れ
る
義
務
の
第
四
の
等
価
物
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
（
6
）。

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
道
徳
的
義
務
を
生
の
拡
大
と
し
て
説
明
し
た
。
し
か
し
、
我
々
が
感
じ
る
道
徳
的
義
務
の
衝
動
は
、
我
々
の
生
（
の
余

剰
）
を
一
部
犠
牲
に
し
、
他
者
に
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
決
定
的
な
犠
牲
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
非
常
に

危
険
な
行
為
や
、
確
実
な
死
が
予
想
さ
れ
る
行
為
を
あ
え
て
行
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
決
定
的
犠
牲
へ
の
衝
動
を
説
明
で
き
る

か
ど
う
か
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
に
と
っ
て
の
課
題
と
な
る
。
彼
は
、
冒
険
や
闘
争
そ
の
も
の
が
持
つ
快
に
言
及
し
て
、
そ
の
解
決
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
一
見
し
て
生
命
を
軽
視
す
る
よ
う
な
行
為
に
関
連
し
、
一
瞬
の
生
が
長
い
人
生
全
体
に
勝
る
場
合
が
あ

る
と
い
い
、
そ
の
一
瞬
を
得
た
人
物
と
し
て
イ
エ
ス
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
挙
げ
て
い
る
。 〔définitif

〕



哲
学
研
究

　
第
六
百
十
一
号

七
四

諸
君
が
一
瞬
の
間
で
も
、
引
力
の
法
則
を
発
見
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
り
、
山
上
で
愛
を
説
い
た
キ
リ
ス
ト
な
り
に
な
る
こ
と
を

許
さ
れ
た
と
想
像
し
て
み
よ
。
諸
君
に
と
っ
て
そ
の
残
り
の
生
活
は
味
気
な
く
空
虚
な
も
の
と
思
わ
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
諸
君

は
す
べ
て
を
賭
し
て
も
こ
の
一
瞬
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
（G

:
155 

訳 

： 169

）

引
力
の
法
則
を
発
見
し
た
瞬
間
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
と
っ
て
、
そ
の
後
の
人
生
の
す
べ
て
に
比
肩
す
る
充
実
し
た
瞬
間
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
生
命
の
価
値
は
そ
の
長
さ
で
は
測
れ
な
い
の
で
あ
り
、
短
く
と
も
充
実
し
た
生
を
目
指
す
べ
き
だ
と
西
田
は
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
し
、
講
義
ノ
ー
ト
に
こ
の
メ
モ
が
書
か
れ
た
の
は
、
発
見
の
瞬
間
を
目
指
し
て
学
問
の
地
道
な
作
業
に
従
事
す
る
、
自
身
と
学
生

に
対
す
る
エ
ー
ル
の
意
味
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
か
ら
引
い
て
い
る
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
義
務
感
情
の
無
意
識
的
な
側
面
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
西
田
が
言
及
し
て
い
る
の
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
紹
介
し
て
い
る
次
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

①
廉
直
な
ド
オ
メ
ニ
ル
の
発
言

根
気
強
い
廉
直
を
以
て
高
名
な
ド
オ
メ
ニ
ル
と
い
う
人
が
或
る
日
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
一
大
臣
に
い
っ
た
、「
私
は
自
分
の
良
心

に
従
っ
て
進
む
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
心
が
私
を
押
し
進
め
る
の
で
す
」
と
。(G

:
117 -118 

訳 

： 129)

ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
「
良
心
に
従
っ
て
進
む
」
と
い
う
意
識
的
に
義
務
感
情
に
甘
ん
じ
る
あ
り
方
と
、
考
え
る
暇
も
な
し
に
義
務
感
情
に

押
し
や
ら
れ
る
あ
り
方
の
区
別
を
問
題
に
し
て
い
る
。
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②
ピ
レ
ネ
山
中
の
石
灰
爐
の
事
故

ピ
レ
ネ
山
中
の
石
灰
爐
で
作
業
員
が
故
障
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
に
爐
の
中
に
降
り
て
窒
息
を
し
た
。
こ
の
作
業
員
を
助
け
る
た
め

に
作
業
員
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
降
り
て
は
次
々
と
倒
れ
た
。
最
後
の
六
番
目
の
作
業
員
は
、
や
は
り
爐
に
降
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

を
目
撃
し
て
い
た
女
性
に
止
め
ら
れ
て
、
一
命
を
と
り
と
め
た
。
後
に
な
ぜ
爐
に
降
り
て
不
合
理
な
犠
牲
を
払
お
う
と
し
た
の
か
を
問

わ
れ
て
作
業
員
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

連
れ
の
も
の
が
死
ぬ
ん
で
す
か
ら
、
あ
そ
こ
へ
い
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。（G

:
118 

訳 

： 130

）

こ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
ず
れ
も
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
義
務
感
情
の
無
意
識
的
な
側
面
を
示
す
た
め
に
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
う
ち
と
く
に
石
灰
爐
の
場
合
は
、
お
よ
そ
合
理
的
と
は
思
わ
れ
な
い
義
務
感
情
の
発
動
で
あ
る
が
、
西
田
は

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
、
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
7
）。

人
間
の
行
為
を
、
そ
の
意
識
的
な
側
面
だ
け
で
な

く
、
無
意
識
的
な
本
能
や
衝
動
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
る
点
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
倫
理
学
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
西
田
も
ま
た
、
こ
の

点
を
好
意
的
に
と
ら
え
て
い
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
『
善
の
研
究
』
で
は
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
生
の
倫
理
的
価
値
を
西
田
が
積
極
的
に
と
ら
え
な
お
し
、
一
九
一
〇

年
の
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
善
を
生
の
拡
大
だ
と
し
た
背
景
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
の
受
容
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
自
ら
を
消
費
し
、
拡
大
す
る
生
命
に
よ
っ
て
、
義
務
感
情
を
生
の
拡
大
過
程
の
中
で
理
解
し

た
こ
と
に
西
田
は
共
感
を
覚
え
、
そ
の
議
論
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
善
の
研
究
』
の
時
点
で
す
で
に
抱
い
て
い
た
、
抑
圧
と
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し
て
の
義
務
を
否
定
す
る
倫
理
思
想
を
補
強
し
、
義
務
感
情
を
生
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
西
田
が

「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
か
ら
引
用
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
西
田
が
時
間
的
な
長
さ
で
は
測
れ

な
い
充
実
し
た
生
の
価
値
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
義
務
感
情
の
無
意
識
的
で
衝
動
的
な
側
面
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

こ
う
し
た
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
評
価
・
受
容
の
様
相
か
ら
は
、
当
時
の
西
田
が
生
と
い
う
語
に
託
し
て
い
た
三
つ
の
側
面
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
つ
は
義
務
意
識
を
生
の
拡
大
に
還
元
す
る
議
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
絶
対
的
命
令
な
ど
の
倫
理
学
上
の
超
越
的
な
仮

定
を
拒
否
す
る
文
脈
で
生
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
が
事
実
に
基
づ
く
科
学
的
道
徳
の
構
築
を
目
指
し

た
よ
う
に
、
西
田
も
ま
た
超
越
的
な
前
提
を
排
し
、
あ
く
ま
で
も
経
験
に
即
し
て
論
じ
よ
う
と
意
図
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
生
命
の

立
場
へ
の
共
感
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
他
方
で
、
充
実
し
た
瞬
間
的
生
の
価
値
を
評
価
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
西
田
は
単
な
る
生
物
的
な
生
命
の
維
持
を
超
え
た
価
値
を
生
命
に
認
め
て
も
い
る
。
瞬
間
的
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー

の
著
作
全
体
の
な
か
で
は
か
な
ら
ず
し
も
重
要
で
は
な
い
傍
系
の
議
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
に
西
田
の
関
心
が

う
か
が
え
る
。
も
っ
と
も
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
自
身
の
中
心
的
な
主
張
で
あ
る
生
命
の
豊
饒
性
の
原
理
も
、
単
に
生
物
学
的
な
側
面
で
は
な

く
、
精
神
的
な
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
生
命
の
精
神
的
な
側
面
の
強
調
も
ま
た
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ド
オ
メ
ニ
ル
の
「
良
心
が
私
を
押
し
進
め
る
の
で
す
」
と
い
う
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
の
引
用
に
示
さ
れ
る
義

務
意
識
の
衝
動
的
、
無
意
識
的
な
部
分
の
強
調
で
あ
る
。
行
為
の
意
識
さ
れ
た
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
無
意
識
的
な
衝
動

に
目
を
向
け
た
こ
と
は
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
倫
理
学
と
そ
の
生
概
念
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
西
田
が
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
生
の
倫
理
を

受
容
し
た
理
由
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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G
uyau, M

., E
squisse d’U

ne M
orale Sans O

bligation N
i Sanction, Paris, F

lèlix A
lcan, 1903. 

訳
文
は
長
谷
川
進
訳
（『
義
務
も
制
裁
も
な
き
道
徳
』
岩

波
書
店
、
一
九
五
四
年
）

大
杉
　
栄
「
生
の
道
徳
　
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
」『
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
選
集
　
第
三
巻
　
社
会
的
個
人
主
義
』
黒
色
戦
線
社
、
一
九
八
八
年
、
二

六

－

四
〇
頁
。

杉
村
靖
彦
「
純
粋
記
憶
の
「
自
覚
」　
西
田
幾
多
郎
の
絶
対
無
の
哲
学
か
ら
の
（
過
剰
）
解
釈
」『
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
物
質
と
記
憶
』
を
再
起
動
す
る
』
書
肆
心

水
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
九

－

三
〇
三
頁
。

鈴
木
由
加
里
「
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン

－

マ
リ
ー
・
ギ
ュ
ヨ
ー
の
受
容
に
つ
い
て
」『
人
文
』
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
三
九

－

五
六

頁
。

中
嶋
優
太
「
西
田
の
新
資
料
『
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
至
誠
と
リ
ッ
プ
ス
倫
理
学
」『
比
較
思
想
研
究

　
第
四
八
号
』
比
較
思
想
学
会
、
二
〇
二
二

年
、
一
〇
七

－

一
一
四
頁
。

中
嶋
優
太
「
西
田
幾
多
郎
の
必
然
的
自
由
と
無
我

　
新
資
料
を
手
が
か
り
に
」『
倫
理
学
年
報
』
日
本
倫
理
学
会
、
二
〇
二
三
年
、
一
七
五

－

一
八
八
頁
。

西
田
幾
多
郎
、『
西
田
幾
多
郎
全
集
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

－

二
〇
〇
九
年
。

西
田
幾
多
郎
、『
西
田
幾
多
郎
全
集
別
巻
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
。

檜
垣
立
哉
『
西
田
幾
多
郎
の
生
命
哲
学

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
響
き
合
う
思
考
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。

藤
田
正
勝
「
第
二
章

　
生
と
表
現
、
そ
し
て
美
の
問
題
」『
西
田
幾
多
郎
の
思
索
世
界
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。

Ｇ
・
Ｅ
・
ム
ア
『
倫
理
学
原
理
』
泉
谷
周
三
郎
・
寺
中
平
治
・
星
野
勉
訳
、
三
和
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。

略
号
（
凡
例
）

西
田 (2002 -2009) 

か
ら
の
引
用
は
略
号
「N

K
Z

」
を
用
い
、
巻
数
お
よ
び
頁
数
を
付
し
た
。
西
田 (2020) 

か
ら
の
引
用
は
略
号

｢

別｣

を
用
い
、
頁
数
を
付

し
た
。【 

】
は
西
田
が
削
除
し
た
文
字
、〔 

〕、[ ] 

は
全
集
収
録
に
さ
い
し
て
編
集
担
当
者
が
付
し
た
補
足
、《 

》
は
本
稿
執
筆
の
た
め
に
付
し
た
補
足
で
あ

る
。〔 

〕
内
の
訳
語
は
文
脈
に
即
し
て
適
宜
修
正
し
た
。

G
uyau(1903)

か
ら
の
引
用
に
は
略
号
「G

」
を
用
い
、
頁
数
を
付
し
た
。
ま
た
、
訳
の
頁
数
も
添
え
た
。



哲
学
研
究

　
第
六
百
十
一
号

七
八

注

 
（
1
）　
西
田
哲
学
を
生
命
の
哲
学
と
し
て
と
ら
え
る
試
み
と
し
て
は
檜
垣
二
〇
〇
五
年
、
藤
田
二
〇
一
一
年
な
ど
が
あ
る
。
桧
垣
は
、
実
際
の
影
響
関
係
よ
り

も
思
想
内
容
の
響
き
あ
い
と
い
う
観
点
か
ら
西
田
の
初
期
か
ら
後
期
ま
で
の
思
想
を
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
と
関
連
付
け
、
西
田
を
生
の
哲
学

の
展
開
者
と
し
て
描
い
て
い
る
。
藤
田
は
、
西
田
が
『
善
の
研
究
』
刊
行
後
に
デ
ィ
ル
タ
イ
に
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
に
注
目
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
個

人
と
環
境
と
の
交
互
作
用
と
し
て
の
「
生
」
の
理
解
に
西
田
が
共
感
を
抱
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

 

　
　
西
田
哲
学
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
は
杉
村
二
〇
一
八
年
が
あ
る
。
杉
村
は
西
田
中
期
の
思
想
で
あ
る
「
絶
対
無

の
場
所
」
を
手
掛
か
り
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
物
質
と
記
憶
』
を
読
み
直
し
て
い
る
。『
善
の
研
究
』
執
筆
時
の
西
田
は
ま
だ
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
テ
ク
ス
ト
を
読

む
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
〇
年
の
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
試

論
』
の
自
由
論
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
中
嶋
二
〇
二
三
年
参
照
。

（
2
）　
西
欧
に
お
い
て
も
一
種
の
流
行
思
想
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
Ｇ
・
Ｅ
・
ム
ア
『
倫
理
学
原
理 

（P
rincipia E

thica

）』 （
一
九
〇
三
年
） 

の
な
か
で
、

「
ス
ペ
ン
サ
ー
ほ
ど
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
最
近
フ
ラ
ン
ス
で
か
な
り
受
け
て
い
る
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
学
説
」 （
ム
ア2010

：159

） 

と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
「
進
化
論
的
倫
理
学
の
擁
護
に
用
い
ら
れ
る
自
然
主
義
の
誤
謬
の
も
っ
と
も
明
白
な
例
」
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
大
杉1988:26

（
4
）　
西
田
が
「
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
、
Ｔ
・
リ
ッ
プ
ス
の
倫
理
学
を
援
用
し
て
人
の
傾
向
性
を
擁
護
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
中
嶋2022

で
論

じ
た
。
な
お
、
そ
の
際
、
西
田
は
Ｔ
・
リ
ッ
プ
ス
のtreu 

〔
誠
実
〕 

の
規
則
を
日
本
思
想
の
「
至
誠
」
と
結
び
付
け
て
理
解
し
て
い
る
。

（
5
）　
ま
た
、（
別:104

）
に
は
以
下
の
よ
う
な
メ
モ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　duty

〔
義
務
〕
をanalyse 

〔
分
析
〕 

す
る
と

　
　
　
　1. conscience de puissance 

〔
力
の
意
識
〕

　
　
　
　2. sentim

ent social (benevolence) 

〔
社
会
的
感
情 

（
慈
悲
）〕

　
　
　
　3.  plaisir de risque, l’hom

m
e a besoin de se sentir grand, d’avoir par instants conscience de la sublim

ité de sa volonté. (146) 

〔
冒
険
の

快
。
人
間
は
、
自
ら
を
偉
大
だ
と
感
じ
る
必
要
が
あ
り
、
時
に
は
、
自
己
の
意
志
の
崇
高
さ
の
自
覚
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。（146

頁
）〕

 

　
　
こ
の
メ
モ
の
「
１
」
は
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
の
義
務
の
第
一
の
等
価
物
を
、「
２
」
は
義
務
の
第
三
の
等
価
物
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
３
」
の

「
冒
険
の
快
」
も
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
そ
れ
を
第
四
・
第
五
の
等
価
物
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
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（
6
）　
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
自
身
は
さ
ら
に
、
義
務
の
第
五
の
等
価
物
と
し
て
形
而
上
学
的
冒
険
に
つ
い
て
も
語
り
、
科
学
的
な
事
実
の
道
徳
を
こ
え
た
、
個
人
的
な

仮
定
の
道
徳
が
存
在
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

（
7
）　
ド
オ
メ
ニ
ル
の
発
言
は
「
第
二
章
　
人
格
と
個
人
性
」
の
な
か
で
、
義
務
を
小
な
る
理
想
に
対
す
る
大
な
る
理
想
の
要
求
、
人
格
の
一
部
に
対
す
る
全

体
の
要
求
と
論
じ
た
後
で
、「obligation et devoir 

〔
義
務
と
責
務
〕 

はexpansion de la vie 

〔
生
の
拡
大
〕 

よ
り
来
る
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
と
も
に
引
用

さ
れ
て
い
る 
（
別
：41 -42

）。
石
化
爐
の
事
例
は
「
第
六
章

　M
oral Insight 

〔
道
徳
的
洞
察
〕」
の
な
か
で
、
道
徳
的
洞
察
を
、
主
客
未
分
の
状
態
、
純
粋

経
験
の
発
展
の
状
態
、
自
他
一
致
の
感
情
等
々
と
特
徴
づ
け
る
議
論
に
添
え
て
、
Ｔ
・
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
と
並
べ
て
引
用
さ
れ
て
い
る 

（
別
：120

）。

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 
（23K

18631

） 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
筆
者

　
な
か
じ
ま

　
ゆ
う
た

　
石
川
県
立
看
護
大
学
）



3

From September 1910, four years after the lecture on ethics at Shiko （四高）
which formed the basis of the third volume of his An Inquiry into the Good, 
Nishida Kitaro gave a set of lectures at Kyoto Imperial University. In lecture 
notes prepared for this occasion, he presented a view of the good as an “expan-
sion of life”. Behind this assertion was the thought of Jean-Marie Guyau (1854-
1888), who, along with Henri Bergson, is an important figure in discourses con-
cerning the philosophy of life in the French-speaking world. In this paper, I 
interpret Nishida’s ethical thought as an “ethics of life” and discuss its charac-
teristics, taking the young Nishida’s acceptance of Guyau as a clue.

When Nishida viewed the moral good as an extension of life, the treatment of 
moral obligation became problematic, since obligation is often conceived of as 
something that suppresses life. Nishida had already criticized the obligation to 
suppress one’s own desires unnecessarily, and sought to find the essence of 
moral obligation in a greater desire in Part III of An Inquiry into the Good. At 
this stage, however, Nishida was reluctant to evaluate the ethical value of “life” 
or “vitality,” criticizing the idea that the enhancement of vitality is the standard 
of value. In preparing his Lecture Notes on Ethics Nishida read Guyau’s Esquisse 
d’Une Morale Sans Obligation Ni Sanction. He was then exposed to the idea 
that life consumes and expands itself based on the principle of fertility, and that 
the natural developmental process of life can explain our sense of duty. In this 
paper, I argue that Nishida’s acceptance of Guyau’s idea of “morality without 
obligation” is the background for his view of the “good” as the expansion of life 
in his Lecture Notes on Ethics.

In his Lecture Notes on Ethics, Nishida also quotes several interesting epi-
sodes from Guyau’s Esquisse d’Une Morale Sans Obligation Ni Sanction. These 

The Ethics of Life in Nishida Kitaro’s Early Period:
J.M.Guyau in Nishida Kitaro’s Newly Discovered
‘Lecture Notes on Ethics [Rinrigakukenkyunoto]’

by

Yuta NAKAJIMA

Ishikawa Prefectural Nursing University



4

quotations reveal the particular aspects of Guyau’s view of life with which 
Nishida sympathized. By including quotes from these episodes as clues to 
Nishida’s acceptance of Guyau, this paper will clarify Nishida’s ethical philoso-
phy of life.
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